
クラシス株式会社 

調剤薬局 M&A ニュース 

＜2024 年 9 月号＞ 
 
 

1. 2024 年 1 月～7 月の一都三県における薬局 M&A 

（厚労省開示資料から当社作成・株式譲渡によるものは除く） 

 

 
 

・事業譲渡薬局は 196 店舗 

・常勤薬剤師数 1 名の小規模店舗が 55％（107 店舗）、2 名まででは 85%(166 店舗) 

・譲渡先は多くが中堅薬局への譲渡、大手薬局へは約 1～2 割 

・開局は 390 店舗、大手・中堅が大半 

・閉局は 159 店舗 

 

 常勤薬剤師 1～2 名規模の小規模薬局の譲渡や閉局が進むと同時に、大手薬局の新規出

店が加速、全体の薬局数の増加傾向は変わらない。 
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2. 大手薬局の業績（調剤関連事業のみ） 

各社増収増益基調。店舗数も拡大傾向続く。 

 
3. 業界トピックス（2024 年 6 月～2024 年 8 月） 

(1) M&A 

・クオール HD  

 山梨県で 18 店舗運営する㈲ダイナを買収 

・ウェルシア 

関東 1 都 3 県に 141 店舗運営するウェルパークを買収 

 

(2) 業界動向 

・アマゾンファーマシー 

アイン、ウエルシア、クオール、共創未来、新生堂薬局、トモズ、V・ドラッグ、薬樹、

ユニスマイル薬局―など約 2500 薬局が登録。 

・メドレー 

Uber Eats と連携した処方薬配達の薬局契約件数が 3600 店を超えた。自社製品の医療ア

プリ「CLINICS」のアマゾンファーマシーとの連携も発表。 

・楽天 

 千葉県の物流倉庫内に設けた「ヨヤクスリ薬局」で、処方薬の全国配送を始めたと発表。 

 

(3) 調剤医療費（厚労省） 

令和６年度４月の調剤医療費は 6,928 億円（伸び率（対前年度同期比。以下同じ）

+5.6％）で、処方箋１枚当たり調剤医療費は 9,304 円（伸び率▲0.5％）であった。調剤

医療費の内訳は、技術料が 1,913 億円（伸び率+6.1％）、薬剤料が 5,001 億円（伸び率

+5.4％）、薬剤料のうち、後発医薬品が 959 億円（伸び率+2.5％）であった。 

以上 

決算 比較 売上高 前期比 営業益 前期比 店舗数 出店 M&A 閉店 増減(期首比）

1 アインHD 4月 通期 3,575 +11.2% 266 14.7% 1,231 19 21 18 ＋22

2 日本調剤 3月 1Q 766 +6.0% 17 -40.5% 741 6 1 2 ＋5

3 ウェルシアHD 2月 1Q 676 +6.8% NA NA 2,167 NA NA NA ＋12

4  クオールHD 3月 1Q 410 +3.9% 16 -32.7% 946 8 18 0 ＋26

5 マツキヨココカラ 3月 1Q 392 +2.2% NA NA 978 8 0 1 ＋7

6  スギHD 2月 1Q 430 +10.7% NA NA 1,596 29 NA 2 ＋27

7 ツルハHD 5月 通期 1,259 +11.9% NA NA 936 104 5 23 ＋86

8 メディシス 3月 1Q 294 +6.4% 10 3.7% 451 0 1 0 ＋1

9  東邦HD 3月 1Q 229 +0.4% -4 NA 706 NA NA NA ＋0

10 スズケン 3月 1Q 205 -4.0% NA NA 552 NA NA NA △ 7
※1 調剤併設店舗数

業績（億円） 店舗

※1


